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土木建築分野でBIMやCIMの導入が進むと、様々な施設の3次元モデルが蓄積され、それらがオープン

データ化されることによって、様々な主体が様々な用途に3次元モデルを活用できるようになる。シンガ

ポールで取り組まれている「Virtual Singapore」はそのような姿を目指しており、今後世界各国で同様

な動きが進むと思われる。日本においては、CIMのガイドラインが発行され、本格的導入が始まろうとし

ているが、どのような段階を経て将来の姿を実現していくかという発展プロセスについてまだ明確なもの

はなく、十分な討議を経て共通認識を形成していくことが必要がある。そこで本稿では、「仮想国土」を

中心とした将来像に向けてBIM/CIMをどのように発展させていくべきかの私案を提示する。 
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1. はじめに 

 

建設事業において三次元モデルをはじめとする

ICTを活用して効率的に事業を進める方策である

CIM(Construction Information Modeling 

/Management)1)は，建築分野で導入が進んでいる

BIM（Building Information Modeling）を土木分野に

適用しようとするものである。国土交通省を中心と

して平成24年度から試行事業が実施されてきており，

28年度中末にはCIM導入ガイドライン2)が策定され，

本格的な導入が始まろうとしている． CIM導入ガイ

ドラインでは、「CIMの当面・将来の目指す姿」

（図-1）として、事業のプロセス全体への適用、さ

らには関係者間でのモデル共有による高度な活用の

姿が示されており、「3D電子国土」や「他分野・他

産業での活用」といった発展的な活用についても言

及されている。また、CIM導入推進委員会の第3回委

員会資料では、社会基盤情報標準化委員会特別委員

会から引用する形で、「CIM導入により目指す全体

像・将来像（案）」としてより詳細な将来の姿が示

されており、CIMモデルを登録し、蓄積していくこ

とにより「仮想3次元空間（国土全域）」が形成され

ることが想定されている。以上のような、国土全域

にわたって、国土を構成する建築物、土木施設、地

形等の物的要素の全体が3次元モデルとして網羅され

たものを、本稿では「仮想国土」と呼ぶことにする。 図-1 CIMの当面、将来の目指す姿 
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そこで本稿では，「仮想国土」の実現

を目指した国内外の関連動向を概観した

うえで、「仮想国土」を目指した段階的

発展プロセスに関する着目点及び発展イ

メージを提示し、「仮想国土」の実現の

ための課題を整理する。 

 

2.「仮想国土」の海外動向 

 

BIM/CIM関係の国際標準化活動を行

っている「buildingSMART」の「土木

分科会（Infrasturucture Room）」の検

討課題を見ると、線形、橋梁、道路、

鉄道などの個別要素・インフラに加え

て、「全体構造(Overall Structure)」

「アセットマネジメント(Asset Man-

agement)」「統合デジタル人工環境

(Integrated Digital Built Environment)」

など、「仮想国土」につながる課題が

並んでいる。「全体構造」とは、活用

ニーズを踏まえた要件定義に基づき、

個別要素・インフラ間の共通化・統合

化を図る試みであり、「アセットマネ

ジメント」はインフラのライフサイク

ルおよび施設群の統合的管理を目指す

ものであり、「統合デジタル人工環

境」は、ほぼ「仮想国土」と同義とい

えるものである。 図-2 CIM導入により目指す全体像・将来像（案） 

図-3 buildingSMARTにおける検討課題（一部他の情報を統合） 
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3.「仮想国土」の国内関連動向 

 「仮想国土」につながる関連動向としては、地図の電

子化・3次元化の流れがある。国土地理院では3次元表

示ができる「地理院地図」の公開や、３次元地図の整

備・更新技術の開発を行う「3次元総プロ」（図-4）が

実施されている。 道路関係では道路基盤地図情報の整

備（図-5）、最近では自動運転システムに向けたダイナ

ミックマップの開発（図-6）が進められている。河川関

係ではレーザープロファイラデータの整備（図-7）が進

められている。 

 

4. BIM/CIMからのアプローチ 

 

 

 

5.  おわりに 
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図-4 国土地理院の 3次元総プロ 

図-5 道路基盤地図情報とその活用 

図-6 自動運転に向けた「ダイナミックマップ」 

図-7 河川レーザプロファイラデータとその活用 
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